
 

 
 
 
 
 
 

～公民館等の防災・減災教育機能強化事業～ 

今年度より、当センターの指定管理者が 

  「豊かな学びを育む青い森グループ」となりました。 
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検　索



 

学校外で実施する講座・セミナー・ボランティア活動・インターンシップ等で、高校生を募集するものや、高

校生が参加可能なものがあれば、当センターまでお知らせください。県内の各高校に周知いたします。 

 

情報提供・問合せ先 育成研修課 ＴＥＬ０１７－７３９－１２５３ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 認定証・奨励証を励みに、県内の⾼校⽣が地域の活動に参加しています 

家庭教育支援動画制作普及事業「出前講座」のお知らせ 

当センターでは、参観日や家庭教育学級等における学習会などで、動画を用いた出前講座を行っております。 

 

対  象  幼稚園・保育所（園）・小学校・中学校等 
申込方法  ご希望の日程を下記までご連絡下さい。 

TEL０１７－７３９－１２７０（教育活動支援課） 
       ・講座内容や日程調整など、詳細について確認します。 
       ・当日に当センター職員が伺い、講座を実施します。 

 
「スマホ・我が家のルール」「思春期、どう接してる？」など、みなさんのニーズに合った動画

を準備いたします。 

 

 

対  象・・・・乳幼児から高校生の保護者や家族 

電話相談・・・・０１７－７３９－０１０１ 

毎週月・水・木曜日 １３：００～１６：００（祝日・年末年始を除く） 

メール相談 ２４時間受付  

URL http://kosodate-a.net   携帯電話 http://kosodate-a.net/i 

青森県総合社会教育センターＨＰから「あおもり子育てネット」へのバナーをクリックしてく

ださい。 

 子育てや家庭教育の悩みや不安 ～ひとりで悩まず、まずは相談！～ 

 
すこやかほっとライン 

高校生のために、講座・ボランティア情報の提供をお願いします

高校生が放課後・土日・長期休業中に、学校外で実施されている講座を受講した

り、ボランティア活動に参加したりすると、１回当たり１～３単位が取得できます。

在学期間中に合計 35 単位以上取得した高校生には、県教育長認定の「認定証」

を授与しています。昨年度は 2,000 名を超える県内の高校生が参加しました。 

今年度からは、合計 20 単位取得でもらえる当センター所長認定の「奨励証」

を新設しました。 

高 校 生 ス キ ル ア ッ プ プ ロ グ ラ ム

− 2 −

青森県総合社会教育センター所報



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校に企業等の方をゲストティーチャーとして招きたい。」 

「職場見学やインターンシップの受け入れ先を探したい。」 

 そんな時、青森県教育支援プラットフォーム「我が社は学校教育サポーター」の登録企業等リス

トをご覧ください。教育支援プラットフォームは子どもたちのキャリア教育を応援する仕組みです。 

「我が社は学校教育サポーター」登録企業等数は、平成３０年６月３０日現在で 8３７社です。 

 

「我が社は学校教育サポーター」と検索します。 

 

 リンク先の「我が社は学校教育サポーター検索サイト」（右掲）または

「登録企業一覧表」から希望に合う企業を探します。 

  

企業等が決まったら、「紹介連絡票」に必要事項を記入し、FAX で青

森県総合社会教育センターに送信してください。 

 

 ※ 詳しくは「我が社は学校教育サポーター」のホームページ

http://www.pref.aomori.lg.jp/bunka/education/platform-list.html をご覧下さい。 

 
 
FAQ～よくある問い合わせについて～ 

Ｑ．１ 決定までどれぐらいかかりますか？  
Ａ． 返答まで、概ね半月程度を見込んでください。企業等の都合でお受けできない場合や、

まずは 

我が社は学校教育サポーター 

と検索！ 

【問合せ】 
教育活動支援課 
TEL 017-739-1270 
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 《青森県総合社会教育センターシンボルマーク》 人づくりの拠点として、県民の生涯にわたる学習

の輪が、和を持って限りなく広がっていくことを願いとしています。家庭、学校、地域社会が一体と

なる姿を表現するとともに、色を緑色とし、伸びゆく緑豊かな青森県を表しています。 

今回は、発達発育に不安のある親子を地域で支援する事業「ハートネットを

作ろう！”ちょっと気になる子”への支援事業」を展開している五所川原市中

央公民館の青山由貴さん、三上裕久さんと NPO 法人「子どもネットワーク・

すてっぷ」の野呂美奈子さんにお話を伺ってきました。 

【担当者後記】地域の多くの方に公民館を活用していただこうと、各担当課では様々な工夫をされていることと思います。紹介した取組は、地

域団体との連携が効果的に働き、それぞれのニーズが満たされるとともに、地域住民のニーズも満たされているという良い例であると思い

ます。まさに公民館運営側と NPO 法人側とが Win－Win の関係で運営している事業であり、学ぶべき点が多くありました。（A） 

魅力ある講座の実践紹介！

「ハートネットを作ろう！」

きっかけは… 成果と課題、そしてこれから…

VOL. 3

五所川原市
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「この印刷物は 2,500 部作成し、印刷経費は１部当たり 30円 24銭です」


